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Ⅰ．モデル研究報告【学び舎を起点とした幼保小中の連携の充実】 
 

 

 

 

１ はじめに 

 「就学前教育と小学校教育との円滑な接続が求められている」中で、令和５年度は、園児と児童が  

直接交流できる機会を設定し、適切な連携の構築を試みた。 

２ 「優郷の学び舎」の構成（中学校１ 小学校２ 幼稚園２ 保育園７） 

 弦巻中学校 松丘小学校 弦巻小学校 

 区立松丘幼稚園 区立弦巻保育園 区立東弦巻保育園 区立西弦巻保育園 さくら幼稚園 

 いいほいくえん用賀 世田谷いちい保育園北ウイング・南ウイング マリアの家保育園 

３ 実践事例（１） 

「おもちゃランドへいらっしゃい会」 １２月５日（火） 

  １年生の生活科の学習「あきといっしょに」の中での取組み 

  学び舎の所属の園に招待状を送る。 

 ＜学習の流れ＞ 

① 秋のものについて知っていることを話し合う。秋にやりたいことを決める。 

② どんぐり拾いの計画を考え、駒沢公園へ出かける。 

③ どんぐりで「どんぐりゴマ」「アニメのキャラクター」を作る。（自分で楽しむ） 

④ 招待する園児を意識して、作りたいどんぐりを使ったおもちゃを考える。 

⑤ 作りたいおもちゃごとにグループを編成し、製作に取り組む。 

⑥ おもちゃランドの計画を立てる。 

⑦ リハーサル→本番 

 ＜当日の活動＞１２月５日 ２時間目から３時間目 

  １年生を二つのグループに分けて、おもちゃの店をひらく児童と園児を案内する児童が交代で 

  活動した。当日４園の参加があったので、２時間目と３時間目で２園ずつに分け、各クラスを回 

  りおもちゃで遊んでもらう活動を行った。 

 ＜当日の児童・園児の様子から＞ 

  ・自分たちのつくったおもちゃで遊んでくれてうれしかった。 

  ・たくさんお客さんが来てくれてうれしかった。 

  ・お客さんがよろこんでいてうれしかった。 

  ・友達の作ったおもちゃで楽しく遊べた。 

  ・１年生が作ったおもちゃがすごかった。 

  ・いろいろなおもちゃがあって楽しかった。 

  ・また来てほしい。またやりたい。 

＜小学校の担任、参加園の先生方・保育士の方から＞ 

  ・コロナ禍のため小学校へなかなか伺えなかったので、今回の機会はありがたかった。 

  ・児童と園児の直接交流ができてよかった。 

   ・１年生が作ったおもちゃが素晴らしかった。 

【優郷の学び舎】世田谷区立弦巻小学校                      

連携を適切に構築するための研究 

                  講師：武蔵野大学 箕輪 潤子氏 

2



  ・卒園児の成長した姿をみることができて、うれしかった。 

  ・１年生が、相手意識をもって活動したことで充実感を得られた。 

  ・園児が楽しんでくれたので、１年生は達成感を得られた。またやりたいという声が聞かれた。 

４ 実践事例（２） 

「ようこそ！ つるまき小学校への会」３月５日（火）実施予定 

  １年生の生活科「もうすぐみんな２年生」の学習の中での取組み 学び舎所属園に招待状を送る。 

  １年生が、新１年生に対して小学校での学習や生活についての体験を伴った紹介を行う。 

  現在、内容については学習の中で１年生が企画中である。 

例）ランドセル体験、鉛筆で字を書く体験、鍵盤ハーモニカの演奏の鑑賞など 

※参加できなかった園に対しては、入学に向けてのウェルカムボードを１年生が作成し、園に届 

ける予定。 

 【交流活動を生活科の学習の中で行った意図】 

生活科の指導計画の中に位置づけることで、１年生の学習をより充実させることにつながる。 

交流のために特別なことを行うのではなく、以下のように単元の学習の中で行うことが効果的で 

あり、意義があったと考える。 

「あきといっしょに」→どんぐりを利用して、自分たちが作ったおもちゃを園児に楽しんでもらう 

経験 相手意識をもつことで児童の学習意欲や自己有用感が高まった。 

「もうすぐみんな２年生」→１年間の生活を振り返り、新しい１年生を招待して小学校の生活を紹 

介する活動 紹介する活動を通して自分の成長を実感できる。 

５ 振り返り 今後の持続可能な取組みのために 

 （１）直接交流の成果   

・園児にとって  入学前に小学校の学習や生活について知ることができる 

         入学後には、優しい上級生がいることがわかる 

        →小学校への入学を楽しみに思えるように 不安の払拭 

 

・１年生にとって 自分たちが頑張って取り組んだことで園児が喜んでくれた経験 

        自分たちより年下の園児への接し方を学ぶ  

→自己有用感 

上級生になる意識（異年齢交流の効果） 

 

・小学校の教員  園児の実態の把握     

         ２年生進級への指導に生かす 

        幼稚園での教育・保育園での保育への理解 

        生活科の学習の充実 

     

（２）課題と今後に向けて 

   ・移動距離の問題→同じ学び舎の松丘小学校とエリア的な分担を行っての実施の検討を行う。 

   ・実施時期や内容の検討→園との共通理解を進める。 

   ・小学校のカリキュラムへの位置づけの明確化→特別なことを行うのではなく、教科・領域の 

中で行う。（カリキュラムマネジメント） 
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1 <年長児による深沢小学校見学> 

 

 深沢小学校からお声がけ頂き、『学校探検』として年長児２０名を受け入れて頂きました。1 年

生の２クラスに１０人ずつお邪魔して、大変有意義な時間を戴きました。 

 

 <当日のプログラム> 

  ・副校長先生よりご挨拶 

  ・授業体験(写真左/席に座って算数のプリントに記入させてもらう。) 

  ・1 年生からの学校紹介(学校生活について説明してもらう。) 

  ・1 年生からの絵本の読み聞かせ(スライドに映した絵本を読んでもらう。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校内を見学させて頂くことは過去にもありましたが、教室の席に座り、模擬的に学習の体

験をしたり、学校生活についてお話を聞いたりすることは初めてでとても良い刺激を受けまし

た。何よりも１年生の児童と直接触れ合い、優しく接してもらったことで安心感を得ることが

できました。 

 

２ <交流の課題の整理> 

 

 学び舎を起点とした幼保小中連携という今事業につい

て有識者の箕輪先生にご相談しました。 

・幼児が直接学校に行くには距離がある。園と学校 

双方の予定の調整が必要。 

・学校がたくさんの園と連絡を取ることの負担を 

考えると、一つの園が取りまとめて学校と連絡を取 

る窓口になった方が良い。園同士の連携も必要。 

・学び舎だからできることもあれば、学び舎の枠組み 

を超えた方がやりやすいこともある。 

 

【桜咲く深緑の学び舎】さくらしんまち保育園 

私立認可保育園、学び舎への第二歩 

講師：武蔵野大学 箕輪 潤子氏
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